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と仮定するO 但 し,(7)ではポテンVヤルがあ らゆるプーリ.エ成分を同じ重み

で持つ,即ち,完全夜 ∂-函数塾である とした｡ (6)と(7腫 対して前節と同

様の取 り扱いを考えてい るがいろいろ問題点があると思われるO細批判植え

れば幸いである O
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Hg おゝ よびその合金系VC対して Mott理論とZiman 理論のいずれが妥当

であるか, short meantfree pathのために生ずるか もしれない様々の

問題等基太的な事柄に闇しては一応棚上した上で,Ziman の立場か ら伝導

現象に関連 して 2,5の問題 を提起したo

1) 臼g の 5d-1evelsが conduction band の中あるいは近 くに存在

す るために生ずる鼻響 O

最近 Evans 一等 1)はこの効果を考慮してfig の pseudo-potentialを計

算 し,Animalu→ieine2)の form factor いu form factor.;上の意

味での dの諺馨は考慮されていない)よりもlarge Kで凍い塾の form

factorを1,%ているOこれを用いるとIig の抵抗 ･熱電能をよく説明で きるo

又,llg についてではないが,Harrison5).ilViOriarty4) 等はCu.Ag.

Au の form factorを計算し, simple metaI'のものVC比し, S- d

hybridization term によってより凍め られた form factorを得ている⊃

Hg の form factorが d-lev､elsの影響のために多少深 く在 っているとい

うことは大いにあ りそ うなことに思われる. 又抵抗の値督説明するためには

AHform factorよりもたかだか lieyd･A3程度深 く在れば よho実際VC
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Hg合金系に-ついての2･,Sの間置

このような form factor (trialform factor ;打arrisoよの もの

vc似た型をしている) を使ってflgalloyLsの抵抗を計算してみたが実験と

定性的に合 う結果を得た 5)O Ashcroft等 6)もAshcroftform factor

(Evans等のもの と似た型をしている)を使ってHgalloysの抵抗を計

算し良い結果を得ているoた ゞし,これ らの計算で'用いた structure

fActorはそれぞれ異るものであるがそのちが 炉 は form factorのちがい

ほど抵抗に敏感に影響しない｡一万0%Hg 側ではHgにAHform factor

を用いた方 かむしろ良い結果を碍1.るO このことは d-levelsめ影樽が組成 と

共に変化すること,即ちiig の f･らrm factorは臼g 中では深い typeにな

っているが,他元素側 ではd-1evelsの影響がほ とんどな くなった simple

夜typeになってい､ること蟹暗示してりるように思われる｡抵抗の計算値 と

実験値との閲にみ ら′れる不一致 もこのような仮定に立てば理解 しやすいO 熱

感能 も叉, d-1evels の影響を考慮すれば説明できないであろ うか ? 叉

dの影響を組成VCよる変化哲もとり入れてHg 合金に対 して計算で きない も

のであろうか 0

2)Hg-alkaii金属,Hg-5価金 属合金 にみ られる熱電能梅小 (組成

に対す る)についてo

これまでに調べ られた限 りでは 7･8･9) この現象を示す ものはいずれ も化合
I5

物的な中間相をもっている系であり,:異種原子間の shortrangeorder

のような ものがこの現象KC.国運しているのではをいかとも考えてみたのであ

る.が,figGa 系 しこの系は液相で 2相分離し上記の系と性質を輿にする)

でも同様の結果が得 られた (図参照)Oこのことか らshやrt-rangeorder

等がこの現象の原因となっている･ことはない と考えられる0

5) Hg合金系の抵抗 ･熱電能の圧力効果 O

比g の抵抗の圧力係数は非常に大きく,合金することによって小さ く夜っ

てい くことはfig-alloysのすべてに共通のようである｡ (ilg-alkali
1q)

hg-1nll),fig-Sh12),Hg-G als)).熱 J麗 能では熱電能極小が圧力によってど

うなるか,又熱電能極小を示す ものと示さない もの とのちがいを淵べること

は興味凍い . 今までの結果では熱電能極小は圧力と共に消える方向にあるよ

ぅである (dg-lnll),Hg-G als))a Hg-Snは熱電能極小を示さないが,その
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Hg合金系についての2,5の間題

熱電能の圧力係数は熱電能極小を示す系に比べ,濃度と共に急激に減小す a120)
こ･A -I ∴!

これ らの点は今後更に調べる予定であるO
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